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１. 英語
船戸 美帆 UNIQLOの戦略
入江 なぎさ 二重目的語構文とは ―日英語の授与動詞の仕組みを探る―
小椋 大成
日英語およびスペイン語の自動詞・他動詞
―自動詞から他動詞, 他動詞から自動詞への派生の仕組みをめぐって―
加藤 舞 ｢ウナギ文｣ をめぐって ―日英語およびフランス語の対照研究―
小林 雄太 冠詞の意味と構造 ―日英語およびスペイン語の比較研究―
佐藤 慎祐
日英語およびスペイン語の ｢敬意表現｣ をめぐって
―Brown & Levinson (1978, 1987) のポライネス理論の観点から―
杉山 友紀 ポライトネスと文化 ―日英語の敬意表現の仕組みを探る―
仙敷 千晴 日英語およびスペイン語の主語の省略 ―日本人のもつ美意識の観点から―
田村 優子
日英語およびフランス語の ｢主語｣ を考える
―主語否定論と主語肯定論をめぐって―
中島 大知 日英語およびスペイン語の二重目的語構文をめぐって
中嶌 将仁 日英語およびスペイン語の受身文 ―それぞれの適格性条件をめぐって―
成田 賢人 日英語およびスペイン語の自動詞と他動詞の交替をめぐって
西田 瞳
日英語およびスペイン語の ｢文化と言語｣
―いわゆる ｢スル型｣ 言語と ｢ナル型｣ 言語をめぐって―
野田 裕介 日英語の直示動詞 ―その背後に潜む発想・論理を探る―
松島 千佳
日英語および中国語の主語の省略
― ｢把握｣ と行為の ｢責任｣ から考える―
水野 早紀
日英語およびスペイン語の ｢中間構文｣ をめぐって
―同構文を成り立たせている条件・制約を再考する―
三宅 里佳 中国語受身文の成立条件 ―日英語と比較して―
森北 雄大 心理動詞の規則性 ―日英語およびスペイン語の対照研究―
２. ドイツ語
伊藤 由梨奈 ベルリンの壁建設から崩壊までの歩み
北本 美希 ドイツ語圏におけるクラシック音楽の形成について
小久保 未奈 グリム童話の残酷性 ―日本とドイツの解釈の違い―
矢野 功典 ドイツビールについて ―ビールの本場は本当にドイツなのか―
３. フランス語
金澤 絵理菜 チョコレートに隠された黒い過去 ―黒人奴隷とカカオ―
金原 美樹 フランスにおける言語変遷
齋藤 愛友美 国際協力における日本の立場と役割
外山 愛夢 19 世紀パリにおける服飾文化の成立と展開
武藤 雅人 フランスにおける日本のアニメ・MANGA文化の現状と今後の展望
金杉 寿理 『O嬢の物語』 における装飾, 或いは肉体の描写と精神の逆説
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北村 悠 『カルメン』 から見るジプシー
久保 侑加 ｢青い恐怖｣ に潜むフランスの環境問題 ―水と都市―
久保田 成美 ケベック州独立問題について ―フランコフォンとアングロフォン―
斎木 麻由
もうひとつの人権宣言
―オランプ・ド・グージュの ｢女性および女性市民のための権利宣言｣ ―
橋本 瑛理香 ヨーロッパの森を巡って ―童話から見るヨーロッパ―
濱端 留望 レンブラントにおける光と闇 ―闇の秘密―
平瀬 裕一 フランスの飲食文化 ―レストランという産業―
本多 倫子 フランスにおける働く主婦と育児制度
三島 早矢 『タンタンのコンゴ探険』 における ｢裏の面｣ ―他民族へのまなざし―
水野 えりか
食事作法から見るフランスの食文化
―エラスムスの礼儀作法書を中心にして―
４. ロシア語
深尾 綾香 日露関係の歴史と日露の確執
岡 祐里奈 History and Present of Russian Witchcraft (ロシア呪術の歴史と現代)
加藤 佑真 医療の発達がもたらした民間療法の衰退と役割の転換
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(ロシアバレエ ―画期的歴史事情と文化的特徴―)
５. 中国語
園部 史織
変換期における中国社会の多重化構造の在り方について
―戸籍・地域に基づく社会保障の行方を中心に―
高木 彩 中国社会・経済構造との相関関係に見る在中国日系企業の経営戦略
宮下 未久莉 日中貿易問題 ―輸入食品の安全性―
荒居 奏美 東アジアにおける日本メーカーのテレビ事業の在り方について
荒山 瑠衣 中国における日本アパレル業界の展開に関する研究
金沢 暁美 満蒙開拓の歴史について ―ある中国残留婦人の体験をもとに―
川崎 弓瑶 中国消費市場における日系企業の広告戦略について
高木 梨佐 地方観光事業を中国人観光客で活性化させるために
毛利 日咲 中国教育における価値観と教育質の不均等に関する考察
長谷川 由香 文化大革命と結婚・恋愛
６. スペイン語
相原 彩 麻薬戦争 ―南米のコカイン―
岩島 史佳
｢英雄｣ チェ・ゲバラの否定
―日本に広まる神話化されたチェ・ゲバラのイメージを考える―
江崎 由季 スペインの歴史と社会 ―ピカレスクの遺産が語る―
梶原 碧 海賊＝英雄のイメージは正しいか ―スペイン視点から海賊を考える―
北川 小百利 メキシコにおけるマチスモ
口村 理奈 色彩感覚 ―日本とスペインを比較して―
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黒塚 美里 ストリートチルドレン ―メキシコシティの現状―
小島 周也 日西間における豚肉の食され方の違い
田口 三在希 同性愛 ―日本とスペインの違い―
出見 紀乃
フラメンコとセビジャーナス
―セビジャーナスはフラメンコの一種なのか―
中島 彩美 なぜラテンアメリカは地球幸福度指数が高いのか
中村 恵 イスラム化するスペイン
中山 紋加 宗教の共存は平和か破滅か ―３つの宗教から考える―
吉田 奈央 アメリカにおけるヒスパニックのバイリンガル教育
渡辺 優 移民がスペインに与える変化・影響
７. 思想文化
荒川 もえ 情報社会と情報の信頼性について
勝山 瑶子 自由と平等 ―リバタリアニズムに抗して―
安達 麻由 メイクアップ
今泉 円伽 アメリカの高等教育における学資ローン
大庭 優奈 アンパンマンの人気の理由
岡本 早紀子 クリスマス文化
下垣 静華 時代・国から見るグリム童話の変化 ―童話 ｢白雪姫｣ を参考に―
柴田 瞳 日本マクドナルドの経営戦略
ソウ ナン 高齢出産の諸問題について
高瀬 空季 なぜ東京ディズニーランドに行きたくなるのか
西村 沙紀 世界を巻き込む ZARAの戦略
沼田 竜也 音楽に関する著作権とアーティストの音楽商売の変化
長谷川 尚希 ケータイと人間関係
水谷 宗太郎 FCバルセロナ
元田 沙知恵 ココ・シャネルの経営戦略
横井 沙季 外国人が持つ日本のイメージ ―日本人学生の視点から―
渡邊 美紀 現代の日本人女性にとっての化粧
８. 歴史文化
上田 千華 イギリスにおける探偵小説の成立と発展
小林 知紗 水の都ヴェネツィアの歴史と諸問題
小山 貴美 オーストリア継承戦争 ―両国と両国君主から見た戦争について―
津々木 勇輔 9.11 同時多発テロ事件の背景と影響
長屋 沙里 西洋における同性愛観の歴史
服部 和輝 近代フリーメーソン
安田 えり オルメカ文明
国際教養学部論叢 第 6巻第 1号86
９. 国際社会
斉藤 友香理 観光振興から観光まちづくりへ ―観光立国のもうひとつの目標―
中島 あゆみ
カナダのイマージョン教育は日本で用いることができるか？
―その可能性と問題点―
林 賢蔵 ｢ブルターニュ｣ のガリア起源説 ―ブルトン人とブルトン語の歩み―
松本 彩夏
変遷する韓国・韓国人イメージ
―10 代 20 代のKPOPファンのイメージ―
宮崎 帆南美 日本女性の幸福な生き方とは ―社会規範や政策を踏まえて―
伊勢村 優樹 沖縄海兵隊の駐留する意義は何だ？ ―フェアな立場で考えて―
大倉 侑子 ｢おやじ｣ がつくる地域力
岡本 千花子 サンティアゴ巡礼の変化 ―受け入れる側と巡礼者側の視点から―
奥 啓太 なぜ人は山に登るのか
小口 陽子 言語政策を通じてみるカターニャ独立への人々の意識
加納 知波 学生団体の存続問題
木村 知会子 差別は改善できるのか ― ｢Freedom Summer｣ から見える黒人差別―
河野 恵実 ペットは家族に含まれるのか
篠田 雄貴 スポーツを通したまちづくり
鈴木 亮太朗 ｢島を美しくつくる会｣ から学ぶ地域おこし
高須 真衣 『障害を受け止める』 ―障害と家族―
寺西 伽織
外国人生徒の不就学問題を解決するために
―本当に必要な支援はなにか―
中瀬 麻梨恵 アメリカの貧困問題
野口 枝里子
ブラジル人労働者受け入れの都市間比較
―愛知県豊田市・群馬県大泉町・静岡県浜松市の事例から―
保井 美穂
東京ディズニーランドはどのように人々を惹きつけているのか
―歴史とホスピタリティの観点から―
